






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































といわれるこの世界では異色の存在ながら、七大タイトルの一つ「碁聖」 を二〇一〇年に獲得。 とはいえ、 一年後の地位は約束されても保証されてもいない。 年間五〇日ほどの対局にそなえて、残り三〇〇日を精進する日々がつづく
気迫と気力で道は必ず開かれる巻頭座談会





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































世界平均 3.1	 0.9	 9.8	
日本 7.8	 4.8	 18.0	
朝鮮 ･韓国 8.6	 12.4	 32.5	
台湾 9.9	 6.6	 22.1	
中国満洲 7.4	 4.2	 6.2	
中国関内 2.2	 -1.7	
インド 2.5	 -1.2	 4.1	
東南アジア 4カ国 4.6	 2.6	 5.6	
中南米 19 カ国 3.7	 1.1	 5.1	
英国 2.1	 -0.7	 7.2	
米国 4.5	 0.9	 7.5	




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順 地域 比率 順 地域 比率 順 地域 比率
1 愛知県 11.0	 26 山梨県 3.2	 51 咸鏡北道 1.8	
2 大阪府 10.4	 27 長崎県 3.0	 52 大分県 1.7	
3 神奈川県 9.6	 28 徳島県 3.0	 53 沖縄県 1.7	
4 東京都 9.0	 29 台中州 2.9	 54 安東省 1.7	
5 福井県 8.9	 30 香川県 2.9	 55 台南州 1.6	
6 兵庫県 8.9	 31 奈良県 2.9	 56 澎湖庁 1.6	
7 群馬県 6.7	 32 台北州 2.7	 57 熊本県 1.4	
8 石川県 6.6	 33 栃木県 2.6	 58 牡丹江省 1.4	
9 富山県 6.2	 34 奉天省 2.6	 59 花連港庁 1.4	
10 京都府 5.8	 35 宮崎県 2.6	 60 新竹州 1.4	
11 関東州 5.5	 36 樺太 2.5	 61 宮城県 1.3	
12 岐阜県 5.5	 37 島根県 2.4	 62 鹿児島県 1.3	
13 岡山県 5.3	 38 高知県 2.4	 63 慶尚南道 1.2	
14 静岡県 5.3	 39 福島県 2.4	 64 秋田県 1.1	
15 埼玉県 5.0	 40 茨城県 2.3	 65 平安南道 1.1	
16 福岡県 4.8	 41 山形県 2.3	 66 青森県 1.0	
17 広島県 4.7	 42 京畿道 2.2	……以下省略……
18 滋賀県 4.7	 43 鳥取県 2.1	
19 三重県 4.5	 44 佐賀県 2.1	 各地域別の平均
20 新京市 4.3	 45 北海道 2.1	 日本 5.3	
21 長野県 4.3	 46 高雄州 2.1	 台湾 2.1	
22 和歌山県 4.3	 47 千葉県 1.9	 朝鮮 0.9	
23 山口県 4.1	 48 岩手県 1.8	 満洲 1.0	
24 愛媛県 4.0	 49 台東庁 1.8	 樺太 2.5	













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊ 京大交響楽団ホー ムペー ジ 
http://kyodaioke.com/index.html































































































































































































































































〈力積〉 という 「ものの観方」 を紹介しました
。講義後に提出し
てもらった評価 ・ 感想には、 「縁遠いものだ 感じていた物理学が、じつは身の周りの出来ごとと深く関わっているという、当たり前のことを、 〈力積〉の考え方や実験 とお 再認識し、驚いた」というものもあ ました。
力って、じつはそれだけでは効果はなくて、力を加える時間
が重要で、物体の速度の増加分 （
Δv） は、 〈力〉 とその力を〈加え
つづける時間〉 によって決まります。 〈加える力 （
F） 〉 と 〈継続時
間 （



































































































































































































































































































































































力積 ＝ 加える力 × 継続時間 

















































力積 ＝ 加える力 × 継続時間 











































































































































































力積 ＝ 加える力 × 継続時間 































































 [kg]  [m/s]  [m/s]  [m/s]  [N・s] 
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27    






















速度変化 Δv ＝（v1−v 0）
速度変化 力積
速度変化 Δv ＝（v1−v 0）
0.60 [N・s]













































回のストローの実験で、力積と速度変化とは比例関係 あるらしいと実感しました。それを数値的に確かめ うと実験をして、この二つ 数値を得たわけ す。止まっている台車になにもしなければ、速度はずっとゼロのままで速度変化はゼロ、力積も無論ゼロ。原点を通ることは間違いない。さきほどのデータ点と原点の三点は……、どうやら一本 直線にのってきます。比例していると言っていいんじゃないでしょう
。
さて、ここまでは、台車が反射壁に当たるまでの動きだけ
注目しま たが、当た たあと、台車はコロコロと戻って ますね。 このときも同じように、 比例の法則にあては るうか。 「行って、 当たって、 帰ってく 」 、 この一連の動きは、んなグラフに表せる 思いますか。位置・速度・力、三つのグラフの形を想像してみましょう。
＊＊＊
私はこれまで 「速さ」 と 「速度」とを混ぜて使っていたかもし







































 [kg]  [m/s]  [m/s]  [m/s]  [N・s] 
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27    






















速度変化 Δv ＝（v1−v 0）
速度変化 力積
速度変化 Δv ＝（v1−v 0）
0.60 [N・s]









































 [kg]  [m/s]  [m/s]  [m/s]  [N・s] 
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27    






















速度変化 Δv ＝（v1−v 0）
速度変化 力積
速度変化 Δv ＝（v1−v 0）
0.60 [N・s]


















質量m v0 v1 Δv I1 
















質量m v0 v1 Δv I1 
運動量変化
力積



















♯3 0.71 0.43 ー 0.41 ー 0.84 ー 0.60 ー 0.596 
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27 0.262 
♯2 0.71 0 0.71 0.71 0.52 0.504
♯4 1.40 0 0.33 0.33 0.49 0.462  
♯5 1.40 0.33 ー 0.31 ー 0.64 ー 0.88 ー 0.896 
♯3 0.71 0.43 ー 0.41 ー 0.84 ー 0.60  
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27   
♯2 0.71 0 0.71 0.71 0.52 
♯4 1.40 0 0.33 0.33 0.49  







質量m v0 v1 Δv I1 
















質量m v0 v1 Δv I1 
運動量変化
力積



















♯3 0.71 0.43 ー 0.41 ー 0.84 ー 0.60 ー 0.596 
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27 0.262 
♯2 0.71 0 0.71 0.71 0.52 0.504
♯4 1.40 0 0.33 0.33 0.49 0.462  
♯5 1.40 0.33 ー 0.31 ー 0.64 ー 0.88 ー 0.896 
♯3 0.71 0.43 ー 0.41 ー 0.84 ー 0.60  
♯1 0.71 0 0.37 0.37 0.27   
♯2 0.71 0 0.71 0.71 0.52 
♯4 1.40 0 0.33 0.33 0.49  
♯5 1.40 0.33 ー 0.31 ー 0.64 ー 0.88 
6




（m y）＝ x ……統一理論　


















































































































































































































































































































































































































































































































































selbst muβ Sonne sein, und muβ mit 
meinen Strahlen das farbenlose Meer 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































●休 館 日 　日曜・月曜・祝日、年末年始（12/28 ～ 1/4）、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i G E M（ T h e  I n t e r n a t i o n a l 
Genetically Engineered Machine 
competition）は、マサチュー セッツ
工科大学（MIT）が主催する学部


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































書け るわけがな い卒論 に留年を覚悟
「優」 の判が押さ れ て戻 っ て きた卒論
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⦿たつむら じん
1940年、宝塚市に生まれる。1963年、京都大学文学部美
学・美術史学専修を卒業、NHKに入社。報道局から教育局
に移り、矢沢永吉が率いるロックバンド「キャロル」のドキュメ
ンタリー 映画を演出するが、その編集方針をめぐって退社。イ
ンディペンデント・ディレクター として、『シルクロ ドー幻視行』、
『宇宙からの贈りもの』でともに「ギャラクシー賞テレビ部門
選奨」を受賞。1989年にはドキュメンタリー 映画『地球交響曲
（ガイアシンフォニー）』シリー ズの制作をライフワ クーとして始
め、2010年までに7作が完成・公開。著書に『地球（ガイア）の
ささやき』（角川ソフィア文庫）、『地球（ガイア）の祈り』（角川
学芸出版）などがある。祖父は「龍村美術織物」の創業者で
「日本芸術院賞恩賜賞」受賞者の初代龍村平蔵。
龍村監督が師
と仰ぐ新宿御苑
の老大木の前で
（画像提供：龍
村仁事務所）
＊住友家第15代当主の住友春
翠が明治中頃から大正期にか
けて蒐集した中国古銅器と鏡
鑑をはじめ、3,000点以上の美
術品を保存・展示する美術館。
1960年に財団法人として発足
し、1970年に京都市左京区鹿
ヶ谷に完成した展示室で一般
への公開を開始。
